（参考）

　　  文書編纂保存規程例
                                        　          総会承認　平成　年　月　日

第1条　完結した文書は、事業年度ごとに編綴し、次の区分により保存する。

　　

　　イ　永年保存

　　　(ｲ)　定款、土地改良事業計画書、規約及び諸規程類

　　　(ﾛ)　総会(総代会)及び役員会の関係書類

　　　(ﾊ)　許認可に関する書類

　　　(ﾆ)　人事に関する書類

　　　(ﾎ)　組合員の資格及び権利義務に関する書類

　　　(ﾍ)　土地原簿及び組合員名簿

　　　(ﾄ)　収支予算書及び決算書

　　　(ﾁ)　不動産、備品及び施設に関する台帳

　　　(ﾘ)　その他重要と認められる書類

　　

　　ロ　１０年保存

　　　(ｲ)　会計関係の諸帳簿及び諸証票

　　　(ﾛ)　各種事業関係書類

　　　(ﾊ)　その他比較的重要と認められる書類

　　

　　ハ　３年保存

　　　イ及びロに掲げる以外の文書

第2条　前条の文書は、部類別に目録をつけ文庫に保存するものとする。

第3条　保存年限の終りたる文書は、理事長の決裁を受け廃棄するものとする。

　　附　　則
　この規程は、平成　　年　　月　　日から施行する。
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